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都市計画マスタープランの将来都市像については、都市づくりの課題等を踏まえ、協働のまちづくりの基

本としつつ、持続可能な市の発展を目指し、次のように設定します。 

 

 

 

 

  

１ 都市の将来像 
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（１）都市づくりの基本目標 

１）都市づくりの基本的な考え方 

本市の人口は、転出超過が続いており、平成 22（2010）年には初めて減少に転じ、その後減少傾向

は加速化しています。 

このような状況下で、これからもまちの活力やにぎわいを維持・創出していくためには、とりわけ生産

力及び担税力のある生産年齢人口の減少を緩やかにし、定住人口の維持に努めていくことが肝要です。 

このような認識のもと、定住化を促進するためには、本市の豊かな独自性を発揮した都市づくり、市民

協働による身近な地域づくり、地域資源を活かした活力あるまちづくりの展開に取り組む必要があります。 

このため、本市においては、将来都市像を実現していくため、次のような基本目標を設定します。 

 

２）都市づくりの目標 

①泉南市らしい魅力ある都市づくり 

・豊かな自然と調和した環境にやさしい都市づくり 

本市の魅力である水と花とみどり豊かな自然環境を守り育てるとともに、環境への負荷を低減する

など、脱炭素に資する都市づくりを目指します。 

・熊野街道や海会寺跡等の地域資源を活かした都市づくり 

   本市の風土に培われた熊野街道等の旧街道や海会寺跡等の歴史的資源を活かした個性豊かな都市づ

くりを目指します。 

・泉南市らしい景観を創造する都市づくり 

   自然景観や歴史景観をはじめ、これらと調和した市街地景観の形成など、「泉南市らしさ」を醸し出

す魅力のある景観の都市づくりを目指します。 

 

②定住性の高い安心・快適な都市づくり 

・公共交通や徒歩等で移動がしやすい都市づくり 

市民の協力を得ながら、安全で快適な幹線道路や生活道路等を確保し、市民を支える公共交通の利

便性を高めるなど、公共交通や徒歩・自転車等で誰もが移動のしやすい都市づくりを目指します。 

・質の高い生活環境が確保された都市づくり 

地域の意見等を反映しながら、公園、下水道などの生活基盤施設を確保するなど、質の高い生活環

境が確保された都市づくりを目指します。 

・安全に暮らせる都市づくり 

災害や犯罪の防止につながる地域力を高めるとともに、防災・犯罪対策を推進し、市民が安全に暮

らせる都市づくりを目指します。 

 

③地域の活性化に向けた持続可能な都市づくり 

・にぎわいのある持続可能な都市づくり 

   南海樽井駅周辺と JR 和泉砂川駅の中心拠点における多様な都市機能の集積・強化とともに、南海

岡田浦駅周辺と JR 新家駅周辺の地域拠点における日常の生活利便機能等の強化など、便利でにぎ

わいのある都市づくりを目指します。また、市役所周辺の多機能複合拠点における商業業務や行政 
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サービス機能等の都市機能の集積を目指します。 

・地域経済や定住化を支える産業が発展する都市づくり 

りんくうタウンにおける産業基盤の確保や市街地内における住環境と操業環境の共存等により、地

域経済の安定と定住化を促す産業が発展する都市づくりを目指します。 

・市街化調整区域の特性を活かした都市づくり 

農業・漁業の振興を図るとともに、市街化調整区域において、広域幹線道路等の沿道機能や交通結

節機能を活用し、交流や産業機能を高めていくなど、人やモノの交流が豊かな都市づくりを目指し

ます。 

 

④公民連携・広域連携の都市づくり 

・泉南市に関わる市民等や事業者等の多様な主体が、それぞれの役割と責務を認識・尊重しながら、

都市づくりに取組むとともに、日常生活圏の拡大や観光・交流の広域化に対応した周辺市町との連

携など、公民連携・広域連携の都市づくりを目指します。 

 

■都市の将来像と都市づくりの目標の体系 

 

 

 

 

 

  

まちがつながる 人がつながる にぎわいがひろがる 泉南(案) 

まちがつながる にぎわいがひろがる みんなでつくる 泉南(案) 

・公共交通や徒歩等で移動がしやすい都市づくり 

・質の高い生活環境が確保された都市づくり 

・安全に暮らせる都市づくり 

②定住性の高い安心・快適な都市づくり 

・にぎわいのある持続可能な都市づくり 

・地域経済や定住化を支える産業が発展する都市づくり 

・市街化調整区域の特性を活かした都市づくり 

③地域の活性化に向けた持続可能な都市づくり 

・豊かな自然と調和した環境にやさしい都市づくり 

・熊野街道等の地域資源を活かした都市づくり 

・泉南市らしい景観を創造する都市づくり 

①泉南市らしい魅力ある都市づくり 

④公民連携による都市づくり 
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社人研推計では、20 年後（令和 27年）
で約 43,000 人と予測されているが、本
市では、10 年後（令和 17 年）以降は緩
やかな人口減少を見込むものとする。 

（２）将来人口の推計 

将来人口の推計は、国立社会保障・人口問題研究所による推計人口（令和 5（2023）年推計）に基づ

き、令和 17（2035）年で約 50,000 人と予測されています。 

今後は、各種まちづくり施策・事業の展開により、推計人口の維持に努めるものとします。また、市内

で働く機会を増やすとともに、観光・交流機能の充実などによって更なる交流人口・関係人口を生み出し、

多様な人びとでにぎわう活力ある泉南市を創造していきます。 
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年齢 3区分人口の推計 

資料：国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年推計） 
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（３）将来都市構造 

１）基本的考え方 

都市近郊の農地や歴史的資源等、地域の資源を保全・活用しながら、４つの鉄道駅や市役所周辺等を拠

点として公共施設等の最適化を図り、都市機能や居住を誘導するとともに、自然環境と多様な都市機能が

調和した土地利用により、利便性の高いコンパクトな都市構造を形成します。 

また、山麓部においては、将来にわたり持続的に集落で生活できるよう小さな拠点を形成することによ

り、持続可能な連携型集約都市「住まう・楽しむ・働く」の実現を目指します。 

 

〇拠点については、地域の既存ストックなどを活かし、多様な都市機能の集積・強化を図ります。 

〇既存の道路や公共交通により拠点を有機的に連携し、一体的に機能する交通ネットワークを形成します。 

〇都市近郊の農地を保全・活用し、生産や防災、景観などみどりが有する様々な機能と都市機能との共生

を図ります。 

〇歴史的資源を保全・活用し、個性と魅力ある都市環境を形成します。 

〇民間投資を重要な手段と位置づけ、民間活力の活用など、行政と企業、大学等が協働で市民サービスの

提供も行う公民連携のまちづくりを推進し、持続的な都市の活性化を図ります。 

○「コンパクトシティ・プラスネットワーク」の観点から、立地適正化計画の策定及び都市再生整備計画

に係る事業の活用に努めます。 

 

※コンパクトシティ・プラス・ネットワーク：人口減少・高齢化が進む中、地域の活力を維持するとともに、医療・福

祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携して、コンパクトなまちづくり

を進めること。 

※都市再生整備計画に係る事業：「立地適正化計画」に基づき、市町村や民間事業者等が行う一定期間内の都市機能や居

住環境の向上に資する公共施設の誘導・整備、防災力強化の取組等に対し集中的な支援を行い、各都市が持続可能で強

靭な都市構造へ再編を図ることを目的とする事業。都市再生整備計画に係る事業への支援措置として「都市再生整備計

画事業（社会資本整備総合交付金）」と「立地適正化計画」に基づく事業に対して集中的な支援を行う「都市構造再編

集中支援事業(個別支援制度)」等がある。 

※立地適正化計画：都市再生特別措置法の改正（平成 26 年８月）により人口の急激な減少と高齢化を背景として、新た

に創設された制度。市町村が立地適正化計画を策定し、居住誘導区域及び都市機能誘導区域、防災指針等を定めること

で、住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図り、「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のまちづくりを

促進するもの。 
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２）将来都市構造の形成方針 

区分 方針 

拠点 
中心拠点 

 

・南海樽井駅周辺と JR 和泉砂川駅周辺は、それぞれ海側と山側の玄関口として、交

通結節機能の強化や広域的な商業業務機能等の集積を促進し、地域的な拠点機能を

含む中心拠点を形成します。 

 地域拠点 
・南海岡田浦駅周辺と JR 新家駅周辺は、日常の生活利便機能等が集積する地域拠点

を形成します。 

 
多機能 

複合拠点 

・南海樽井駅周辺と JR 和泉砂川駅周辺の中心拠点を結ぶ中心都市軸上は、公共施設

や福祉施設、スポーツ施設など、商業業務を含む行政サービスを中心とした都市機

能が集積する多機能複合拠点を形成します。 

 

交流・レクリ

エーション 

拠点 

・海側のりんくう公園（SENNAN LONG PARK）、サザンビーチ、サザンスタジ

アム、せんなんわくわく広場、岡田漁港周辺について、にぎわいのある交流・レク

リエーション拠点機能の維持・向上を図ります。また、山側の農業公園、金熊寺梅

林、紀泉わいわい村等における憩いや娯楽、スポーツ、野外活動などを通じて人び

との交流を促進し、海側のにぎわいを山側につなげていきます。 

 産業拠点 

・りんくうタウン南・中地区は、産業の活性化と雇用機会の創出など、産業機能が集

積する産業拠点としての役割を確保します。 

・りんくうタウン内では、公園・緑地の整備など産業集積地区にふさわしい美しく快

適な環境を維持し、にぎわいの維持・向上を図ります。 

 
郊外型 

産業拠点 

・阪和自動車道泉南 IC 周辺は、広域交通基盤の優れた交通アクセス機能を活かした

郊外型産業拠点を形成します。 

 

 

区分 方針 

軸 
中心 

都市軸 

・関西国際空港、JR 和泉砂川駅周辺及び南海樽井駅周辺の中心拠点、市役所周辺の

多機能複合拠点を結ぶ骨格軸として、海側と山側のアクセス性の向上や快適な道路

空間等を創出するなど、にぎわいとうるおいのある中心都市軸を形成します。 

 

 

広域 

交流軸 

・（都）泉佐野田尻泉南線、（都）樽井男里線、（都）泉南岩出線及び（都）第二阪

和国道、阪和自動車道は、沿道のポテンシャルを活用し、都市間を結ぶ広域的な交

流の活性化に寄与する広域交流軸を形成します。 

・（都）泉南岩出線沿道では、地域の産業、経済、文化の発展に欠くことのできない

重要な路線として、沿道土地利用の活用による地域の活力向上を促進します。 

・（都）第二阪和国道沿道は、生活利便性の向上に資する土地利用を誘導するため、

道路空間の再編を検討します。 

 

 

歴史 

文化軸 

・府道和歌山貝塚線（熊野街道（紀州街道））沿道は、地域に誇りと愛着を感じ、来

訪者との交流を生む歴史文化軸を形成します。 

※（都）：都市計画道路の略 
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